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Fig．11　Relation　of　y皿。x　to　D　in　the　case　of　one　step．
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Fig．12　Relation　of　G　to　H　in　the　case　of　three　steps．
5　　　　　　10
G（kgf）
　（b）
A，，B！，Cノ型は左右とも明らかにa、，　a2；b、，　b2の
各2本の直線で分離されている。これらの線の位置や
線間の間隔などと歩容との関係については今後の調査
が必要と思われる。
5．結　論
　本研究における歩行実験の測定条件として自然歩行
を基準とした。ヒトの自然歩行にはほぼ一定の規則性
があることを発見した。すなわち，（2）式の自然歩行係
数はλ一93である。
　38名（男20名，女18名）の正常歩行に対する歩行実
験を行ない，その左右力を前後力と組み合わせた床接
線力のベクトルの軌跡図，ッ線図について解析を行な
った。すなわち，この条件で，左，右脚及び第1歩を
右，左脚とする3歩分のγ線図を求め，その線図の形
状から1回分についてはA，B，　C型，3歩分につい
てはAノ，Bノ，　Cノ型に分類した。
　この分類によれば，左脚はばらつきが少なく90％が
A型で，右脚はA，B，　C型に分散しており，左右両
脚の作用は対称でない。また，B，　C型はほとんど女
性である。このような分類によって利き足などの役
割，歩容への影響などを知ることができる。
　3歩分は両脚立脚期が含まれていて左右1歩分の合
成ではなく，A’型は全部男性，　C’型は全部女性で，
この部分でも歩容の影響をみることができる。
　1歩分と3歩分の型の関係では，A型がAノ，　B’型
に，B，　C型はBノ，　C，型に対応した。また，性別で
はA型の男性はAノに，B，　C型の男性はB’型のみ
で，Cノ型はない。女性はAノ型はなく，　A，　C型はBノ
型に，B型はCノ型に大部分対応した。
　ッ線図の形状の定量化のために，寸法に関する要素
間の相関を調査したところ，1回分では最小左右力と
最：大左右力に相関が見られた。3歩分では着地時（制
動期）と踏み切り時（駆動期）の最大ベクトルのなす
角は左右同じになり，また，着地時と踏み切り時の最：
大左右力を用いればAノ，Bノ，Cノの型に分類できるこ
とが明らかになった。
　このように，左右方向の力（Y分力），したがって
γ線図は義血に関係があることがわかった。したがっ
て，異常歩行におけるγ線図，すなわち，分類法が明
らかになれば運動機能の診断やリハビリテーションに
おける機能回復の調査に役立つものと考えられる。
　終りに，本実験を行なうに当って熱心に協力してく
れた本学学生　清水乾二郎，三浦幸雄の両君に厚く感
謝したい。
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